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はじめに

北欧では 1980 年頃よりシラカンバ花粉症患者に果
物に対する口腔アレルギー症候群（oral allergy syn-
drome：OAS）が多発することが報告されてきた1）．
本邦ではシラカンバは主として北海道にみられるが，
やはりシラカンバ花粉症患者に果物に対するOASが
発症することが報告されている2）．シラカンバに類似

したブナ目カバノキ科ハンノキ属オオバヤシャブシ
Alnus sieboldiana（alder）は，太平洋ベルト地帯に治山
や緑化目的に用いられ，特に阪神間では六甲山に多数
植樹されている3）．オオバヤシャブシは 3月中旬から
1カ月間開花し阪神間の春季花粉症の原因として重要
であるとともに，シラカンバと同じく果物に対する
OASが発症することが報告されている3）4）．
筆者は 1994 年からの 3年間六甲山南部に位置する
阪神間の神鋼病院（Fig. 1）にてOAS 9 例を経験し
た5）．筆者はまた 1997 年より現在までオオバヤシャ
ブシの植林が少ない東播磨にある兵庫県立加古川病院
（Fig. 1）で OAS 19 例を経験した．自生もしくは植林さ
れている樹木の違いにより花粉症が異なるとともに，
OASを起こす果物も異なると考え比較検討した．
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【目的】六甲山にはシラカンバと類似するハンノキ属オオバヤシャブシ Alnus sieboldianaが植林され，
阪神間にはオオバヤシャブシ花粉症に伴う口腔アレルギー症候群（OAS）が多い．六甲山より離れた東播
磨地域の花粉症に伴う OASについて調査し阪神間と比較する．
【方法】アレルギー外来受診者に花粉症・OASの有無を聴取，花粉特異 IgEの測定，果物によるプリック
テストを施行した．
【結果】阪神間では 9例の OASを経験したが，全例ハンノキ属特異 IgE陽性．対象患者 377例のうち，オ
オバヤシャブシ特異 IgE陽性者中の OAS有病率は 11.0％と陰性者中の 0％に比し高く，オオバヤシャ
ブシ花粉症は OAS発症に関連があると考えた．
東播磨では 19例の OASを経験したがハンノキ属特異 IgEは 6例で陰性．対象患者 2000例のうちハンノ
キ属特異 IgE陽性者中の OAS有病率は 6.8％と阪神間に比し低く，一方ヨモギ特異 IgE陽性者中 OAS

有病率が 11.8％と高く，ヨモギ花粉症と OAS発症には関連性がある可能性がある．
【考察】OASの原因花粉症は阪神間ではオオバヤシャブシが主であるが，東播磨ではヨモギ・ハンノキ
など多彩と考えた．
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Fig. 1. South Hyogo.

Hanshinkan（The area between Osaka and Kobe：Shinko Hospital）and Higashi-

harima（Hyogo Prefectural Kakogawa Hospital）.

Higashiharima
Hyogo Prefectural
Kakogawa Hospital

Hanshinkan
Shinko Hospital

Mt. Rokko

対象および方法

①対象
1994 年 4 月から 1997 年 3 月までに神鋼病院皮膚科
アレルギー外来（以降阪神間と記す）を受診した患者
377 名．
1997 年 4 月から 2005 年 3 月までに兵庫県立加古川
病院皮膚科アレルギー外来（以降東播磨と記す）を受
診した患者 2000 名．

②方法
1：問診：アレルギー外来を受診するきっかけと
なった症状の聴取と同時に花粉症の自覚の有無および
果物や野菜に対するOAS症状の有無と症状を起こす
食べ物につき問診を行った．
2：血液検査：血清総 IgEとともにスギ・ハンノ
キ・ブタクサ・ヨモギ・カモガヤ・ラテックス特異
IgEを CAP-RASTで，オオバヤシャブシ特異 IgEは
AlaSTATで測定し，クラス 2以上を陽性とした．当初

オオバヤシャブシ特異 IgEがAlaSTATにて測定可
能であったがその後測定不能となったため，殆ど同等
と評価されているハンノキ特異的CAP-RASTにて代
用した3）．そのため阪神間ではオオバヤシャブシ特異
AlaSTATを，東播磨ではハンノキ特異CAP-RAST
を測定している．また 1994 年から 1997 年当時はヨモ
ギ・ブタクサ・カモガヤ特異 IgEを測定した患者数
が少なかったため，阪神間の病院での検討には加えて
いない．
3：プリックテスト：患者がOASを起こした既往
のある，もしくは関連の疑われた果物や野菜について
プリックテストを施行した．
4：診断：花粉症とともに果物・野菜に対するOAS
の自覚症状があり，そのプリックテストが陽性を示し
た症例を，花粉症に関連する果物・野菜によるOAS
確定診断例とした．ラテックスの接触蕁麻疹の既往の
ある症例は除外した．
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Table 1 Clinical characteristics of nine patients with oral allergy syndrome in Hanshinkan（1994-7）

Specific IgE（Class）
Causative fruits of OAS SexAge 

（y）Patients Japanese cedar
（CAP-RAST）

Alnus sieboldiana
（AlaSTAT）

04Apple, plumF191
24Apple, plum, loquatF472
64Peach, apple, cherryF213
43Melon, peach, kiwi, appleF284
24Melon, kiwiF245
14KiwiF256
04Melon, watermelon, peachF237
04Melon, tomatoF388
23MelonF299

Table 2 Clinical characteristics of 19 patients with oral allergy syndrome in Higashiharima（1998-2005）

Specific IgE（CAP-RAST）Class

Causative fruitsSex
Age 
（y）

Patient Alnus
 glutinosa
（Alder）

MugwortRagweed
Orchard
 grass

Japanese
 Cedar

12003Melon, tomato, bananaF501

43452Melon, watermelonM 82

43126Apple, banana, loquat, pearF343

032ND0KiwiM214

43345Melon, peach, kiwi, appleF265

NDND123Melon, watermelon, tomatoF346

32334Melon, watermelon, peach, kiwi, apple, tomato, banana, 
loquat, pear, strawberry, orange, cucumber, eggplant

F457

22233Melon, watermelon, peachF178

43436Kiwi, banana, eggplantF289

33345MelonF1910 

34443Melon, watermelon, peachF5411 

101NDNDKiwiF2812 

0ND244Peach, apple, strawberry, orange, mandarin orangeF3813 

2ND564Melon, watermelon, peach, pineappleF2514 

21242Melon, watermelon, peach, kiwi, apple, tomato, banana, 
loquat, pear, strawberry, orange, eggplant, cucumber

F5015 

3ND345MelonF2616 

16626Mango, litchi, nutF3017 

2NDNDND3KiwiF2018 

04400Mango, litchi, nutF5219 

結 果

①阪神間および東播磨で確定診断しえた，花粉症に
関連する果物・野菜によるOAS症例の年齢・性別・
原因果物・花粉特異 IgEを各々Table 1 およびTable
2 に示す．両地域合計 28 例の性別内訳は男性 2例，女
性 26 例で女性に多く，年齢分布は 10 歳未満 1例，10

代 3例，20 代 13 例，30 代 5例，40 代 2例，50 代 4例
で，平均 30.7 歳であった．OAS患者は複数の果物に
OASを示す傾向がある5）が，特に東播磨で著明であっ
た．阪神間のOASは全例オオバヤシャブシ特異 IgE
がクラス 3以上を示した．東播磨のOAS患者は複数
の花粉特異 IgEが陽性を示しており，患者が特異 IgE
クラス 2以上もしくはクラス 3以上陽性を示した花粉
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Table 3 The prevalence of OAS showing either with or without specific IgE to 

each pollen among all outpatients in Hanshinkan（n=377, 1994-1997）

Japanese cedar
specific IgE（CAP-RAST）

Alnus sieboldiana
specific IgE（AlaSTAT）

Negative
 group＊＊

（n=210）

Positive
 group＊

（n=167）

Negative
 group＊＊

（n=295）

Positive
 group＊

（n=82）

55.744.378.221.8
Rate among all
outpatients（%）

 4 5 0 9
Number of cases with 
OAS in each group

 1.9 3.0 011.0
Prevalence of OAS
in each group（%）

＊Positive group means class 2 and more in specific IgE.
＊＊Negative group means under class 2 in specific IgE.

の種類はともに平均 3種であった．
②阪神間のアレルギー外来患者における花粉特異
IgE陽性・陰性群の割合および各群におけるOAS有
病者数および有病率をTable 3 に示す．スギ特異 IgE
クラス 2以上陽性者の割合は 44.3％であったが，陽性
群と陰性群間にOAS有病率に差は認めなかった．オ
オバヤシャブシ特異 IgEクラス 2以上陽性者の割合
は 21.8％であったが，陽性群におけるOASの有病率
が 11.0％であったのに対し，陰性群では 0％で，阪神
間におけるOASの発症にはオオバヤシャブシが関与
していると考えられた5）．
③東播磨アレルギー外来患者における花粉特異 IgE
陽性・陰性群の割合および各群におけるOAS有病者
数および有病率について，クラス 2以上を陽性群・ク
ラス 2未満を陰性群と分類したものをTable 4a に，ク
ラス 3以上を陽性群・クラス 3未満を陰性群に分類し
たものをTable 4b に示す．花粉特異 IgE陽性群中の
OAS有病率が最も高かったのはヨモギでクラス 2以
上を陽性群としたものでは有病率 11.8％，クラス 3以
上を陽性群としたものでは有病率 17.6％と高率で
あった．
ヨモギと同じキク科ではあるものの交叉性があまり
高くないとされているブタクサはクラス 2以上陽性群
の有病率 3.8％，クラス 3以上陽性群では 6.9％とヨモ
ギに比較して低かった（Table 4a，4b）．
阪神間では特異 IgEクラス 2以上陽性群中の有病
率が 11.0％と高率であったハンノキは，東播磨ではク
ラス 2以上陽性者のOAS有病率が 6.8％と阪神間よ
り低かった．さらに阪神間ではOAS症例が全て IgE

クラス 3以上であったのに対し，東播磨のOAS 19 例
ではクラス 3以上陽性は約半数のみ，クラス 2以上で
も 3分の 2にとどまり，東播磨ではハンノキ属以外の
花粉症もOAS発症に関与していることを示していた
（Table 4a，4b）．
スギとカモガヤは外来受診者全体での IgE陽性者
は 30―40％と高率であるが，クラス 2以上もしくはク
ラス 3以上陽性群中のOAS有病率は 2―3％と低く，
スギ花粉症やカモガヤ花粉症がOAS発症に関与して
いる症例は少ないと考えられた（Table 4a，4b）．
④東播磨OAS 19 症例におけるヨモギ・ハンノキ・
ブタクサの花粉に対する特異 IgEのクラス別割合を
Fig. 2 に示す．ハンノキ・ブタクサではクラス 2以上
が約 70％前後であったが，ヨモギでは 90％以上を占
め，この点からも東播磨においてヨモギ花粉症とOAS
との関与の強さが示唆された．
⑤阪神間および東播磨のOAS症例の原因果物別症
例数をFig. 3a に，各地域のOAS患者全体における
各々の果物に対するOAS保有の割合をFig. 3b に示
す．両地域共通に頻度の高い果物はメロン・モモ・キ
ウイなどであったが，リンゴ・プラムなどは阪神間に
多く，スイカ・トマト・バナナ・洋ナシなどは東播磨
に多い傾向があった6）．

考 案

小笠原7）はAlaSTATによる抑制試験において，オ
オバヤシャブシ花粉症患者の IgE抗体は北海道のシ
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Table 4a The prevalence of OAS in the group showing specific IgE positive and negative to each pollen among all 

outpatients in Higashiharima（n=2000, 1998-2005）

Japanese cedar
specific IgE

Orchard grass
specific IgE

Ragweed 
specific IgE（Class）

Alnus glutinosa
（Alder）

specific IgE（Class）

Mugwort 
specific IgE（Class）

Negative
 group＊＊

Positive  
group＊

Negative
 group＊＊

Positive  
group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

（n=1094）（n=906）（n=950）（n=508）（n=1122）（n=313）（n=965）（n=176）（n=253）（n=93）

54.745.365.234.878.221.884.615.473.126.9

Rate among
all
outpatients
（%）

 116 413 612 612 111

Number of 
patients 
with OAS in 
each group

 0.1 1.8 0.4 2.6 0.5 3.8 0.6 6.8 0.411.8

Prevalence 
of OAS in 
each group
（%）

＊Positive group means class 2 and more in specific IgE.
＊＊Negative group means under class 2 in specific IgE.

Table 4b The prevalence of OAS in the group showing specific IgE positive and negative to each pollen among all 

outpatients in Higashiharima（n=2000, 1998-2005）

Japanese cedar
specific IgE

Orchard grass
specific IgE

Ragweed
specific IgE（Class）

Alnus glutinosa
（Alder）

specific IgE（Class）

Mugwort
specific IgE（Class）

Negative
 group＊＊

Positive  
group＊

Negative
 group＊＊

Positive  
group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

Negative
 group＊＊

Positive
 group＊

（n=1369）（n=631）（n=1085）（n=373）（n=1290）（n=145）（n=1069）（n=72）（n=295）（n=51）

68.531.674.425.689.910.193.7 6.385.314.7

Rate among 
all
outpatients
（%）

 314 311 810 9 9 5 9

Number of 
patients 
with OAS in 
each group

 0.2 2.2 0.3 2.9 0.6 6.9 0.812.5 1.717.6

Prevalence 
of OAS in 
each group
（%）

＊Positive group means class 3 and more in specific IgE.

＊＊Negative group means under class 3 in specific IgE.

ラカンバで 84.2％，ブナ科コナラ属コナラで 61.2％，同
クヌギで 61.8％吸収されたとしている．またリンゴに
ついてはイムノブロット抑制試験にてリンゴに対する
抗体はオオバヤシャブシ花粉抗原で 100％吸収される
が，オオバヤシャブシに対する抗体はリンゴエキスで
は部分的にしか抑制されないと報告した．これはシラ

カンバとリンゴとの関係と同様である1）．小笠原はま
たオオバヤシャブシの主要抗原は 14kD・17kD・28
kD・31kDにみられたと報告している7）．477 塩基
（159 のアミノ酸配列）からなる 17kDの主要抗原は，
吉川8）により Aln s 1と命名され， Alnus glutinosa（ハ
ンノキ属）の Aln g 1，シラカンバ属の Bet v 1，ハシバミ
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Fig. 2. Pollen-specific IgE class among 19 patients with OAS in Higashiharima 

area（%）.
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属の Cor a 1，クマシデ属 Car b 1と塩基配列がそれぞ
れ 95.8％，87.6％，85.1％，85.7％が一致すると報告さ
れた．Bet v 1に高い相同性のある 17kd の抗原（Aln s

1）はシラカンバと同じくバラ科果物との交叉性が高
い9）が，今回の検討でオオバヤシャブシ花粉症の多い
阪神間でリンゴ・プラムのOASが東播磨に比して多
かったのはそれに合致する（Fig. 3a，3b）．
オオバヤシャブシのもう一つの主要抗原である 14
kDの Aln s 2（プロフィリン）はパンアレルゲンである
ため，シラカンバの Bet v 2同様殆ど全ての植物にみら
れ，多種の果物アレルギーの原因抗原として重要であ
る．
オオバヤシャブシはスギとは異なり花粉の飛散範囲
が狭い4）．吉村らの六甲山麓での疫学調査によるとオ
オバヤシャブシの花粉飛散数は群生地から 10km離れ
ると 7分の 1から 10 分の 1に減少し，それに伴い花粉
症患者の居住地別ハンノキRAST陽性率は半径 2km

の地域が 75％，半径 2―4kmが 43.1％，半径 4―6km
が 28.6％，半径 6―8kmが 25.0％，半径 8―10kmが 7.4％
であったとされている4）．彼らはまたこの地域のスギ
RAST陽性率が殆ど同一の 90―95％であったのと対
照的であると報告した．今回の検討においてオオバヤ
シャブシの群生が少ない東播磨地区でのハンノキ特異
IgE陽性群が 15.4％と阪神間の 21.8％に比して低
かったのはそれに合致する（Table 4a）．
東播磨のアレルギー外来受診者における花粉特異
IgEクラス 2以上の陽性率はスギ特異 IgEが阪神間同
様 45.3％と高値であったのに次いで，カモガヤで
34.8％，ヨモギ 26.9％，ブタクサ 21.8％で，様々な花粉
の関与が疑われた（Table 4a）．しかしスギとカモガヤ
においては特異 IgEクラス 2以上陽性群・クラス 3
以上陽性群の中でのOAS有病率は 2％前後と低く，
スギやカモガヤ花粉症に伴うOASの頻度は高くない
と考えられた（Table 4a）．
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Fig. 3a. Number of cases with oral allergy syndrome to each fruit in Hanshinkan 

and Higashiharima areas.
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Fig. 3b. Ratio of causative fruits among patients with OAS to any fruit in 

Hanshinkan and Higashiharima areas（%）.
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一方ヨモギ特異 IgE保有率はクラス 2以上 26.9％，
クラス 3以上 14.7％と，東播磨ではスギ・カモガヤに
ついで 3番目に高かった（Table 4a，b）．しかもOAS
有病率はクラス 2以上群中で 11.8％，クラス 3以上群
では 17.6％と高率であった．このことより東播磨の

OASにはヨモギ花粉症が関与している症例も多いと
考えられた．これまでにもヨモギ―セロリ―スパイス
症候群などが報告されており10），ヨモギの主要抗原と
しては，プロフィリンや Heiss ら10）が third pan-
allergen として提唱したヨモギの主要抗原 Art v 1
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（60kd）などが関与していると報告されている．当科で
もライチによるOASよりショックをきたした 2症例
を経験したが，いずれもヨモギ花粉症が重症であると
共にセロリ，ナッツ，スパイスにプリックテスト強陽
性を示していた．ヨモギと同じキク科であるブタクサ
の特異 IgE保有率はクラス 2以上で 21.8％，クラス 3
以上で 10.1％と比較的高値を示したが，各群における
OAS有病率は 4―6％と低かった（Table 4a，b）．以前
より同じキク科でもブタクサとヨモギとの間の交叉は
比較的少ないと報告されているが，そのようなことが
関係している可能性がある．
以上阪神間のOASにはオオバヤシャブシ花粉症が
重要であること，東播磨ではハンノキ属オオバヤシャ
ブシとともにヨモギ花粉症がOASの原因として重要
である可能性があることを示した．気候や社会情勢な
どにより，自生もしくは人工的植樹による植物の分布
が変わり，それとともに花粉症やOAS原因果物が移
り変わる可能性もあり，地域差とともに同一地域につ
いてもその変遷について注意深い観察が必要であると
考えた．
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LOCAL DIFFERENCES OF ORAL ALLERGY SYNDROMEWITH POLLINOSIS
―A COMPARISON BETWEEN HANSHINKAN AND HIGASHIHARIMA IN SOUTH HYOGO―
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Background：A number of cases of oral allergy syndrome（OAS）to fruits with birch pollinosis have been de-
scribed. The antigen of Alnus sieboldiana（alder）trees which are massively planted on Rokko Mountain ap-
peared to be highly similar to birch pollen.
Methods：We took the medical history of pollinosis and OAS, measured pollen-specific IgE（CAP-RAST）and
performed prick tests of causative fruits to the outpatients of the two hospitals in different areas.
Result：In Hanshinkan district, at the foot of Rokko Mountain, we experienced 9 cases of OAS among 377 out-
patients. All 9 cases had alder specific-IgE. The prevalence rate of OAS was 11.0％ in the alder specific-IgE-
positive patients and 0％ in the alder specific-IgE-negative patients in the area.
On the other hand, in Higashiharima district where less alder trees exist and further from Rokko Mountain, 19
OAS patients were documented among 2000 outpatients. Six of the19 patients with OAS did not have alder
specific-IgE. The prevalence rate of OAS was 6.8％ in the alder specific-IgE-positive patients and 11.8％ in the
mugwort specific-IgE-positive patients in the area.
Conclusion：In Hanshinkan, alder pollinosis seems to be most important for the cross reactivity to the OAS.
In Higashiharima, mugwort pollinosis may be more important than alder pollinosis for the cross reactivity to
the OAS.

819足立厚子他


